
3　  フーベルト・ハイッス駐日オーストリア共和国大使のことば

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ッ
ス
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
大
使
の
こ
と
ば

一
八
六
九
年
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
日
本
の
間
で
、
修
好
通
商
航
海
条
約
が
締
結
さ

れ
、
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
Ｉ
世
よ
り
明
治
天
皇
に
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
社
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
が
西
洋
音
楽
を
耳
に
し
た
の
は
こ
れ
が
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
経
っ
た
今
日
の
日
本
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
と
て
も
愛
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
黎
明
期
に
活
躍
し
た
両
国
の
音
楽
家
た
ち
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
一
八
八
八
年
、
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
に
招
聘
さ

れ
ま
し
た
。
楽
器
演
奏
や
音
楽
理
論
、
作
曲
を
指
導
し
た
だ
け
で
な
く
、
優
秀
な
学
生
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
学
ば

せ
る
よ
う
に
当
時
の
文
部
大
臣
に
進
言
し
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
六
年
ほ
ど
の
滞
在
中
に
は
日
本
音
楽
の
研

究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
書
著
者
の
平
澤
博
子
博
士
は
、
長
年
ウ
ィ
ー
ン
で
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
長
年
の
成
果
が
、
一
五
〇
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
日
本
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
と



9　  はじめに

通
商
航
海
条
約
締
結
か
ら
一
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。
本
書
の
刊
行
が
、
両
国
文
化
の
さ
ら

な
る
交
流
の
深
化
の
一
助
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
澤　

博
子　
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織
物
都
市
ビ
ア
ラ
か
ら
楽
都
ウ
ィ
ー
ン
へ

一
八
六
一
年
四
月
二
五
日
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ル
ド
ル
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
（Franz R

udolf 

A
ugust D

ittrich

）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
ガ
リ
チ
ア
地
方
の
ビ
ア
ラ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
ク

フ
の
西
南
五
〇
キ
ロ
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
の
国
境
近
く
）
で
、
音
楽
教
師
兼
カ
ペ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
父
ヨ
ハ

ン
・
ア
ン
ト
ン
・
ユ
リ
ウ
ス
（Johann A

nton Julius 1825

‒1914

）、
職
人
家
庭
出
身
の
母
、
ソ
フ
ィ
ー
・
ベ

ア
タ
・
フ
ラ
セ
ッ
ク
（Sophie B

eata Frassek 1826

‒?

）
の
間
に
誕
生
し
ま
し
た
（
図
１
）。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

の
両
親
が
一
八
五
七
年
結
婚
し
た
町
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
も
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
属
し
ま
す
。
祖
父
フ
ラ
ン
ツ

（Franz 1796

‒1858

）
は
軍
人
で
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
楽
器
製
造
業
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
に
は
ヘ
ド
ウ
ィ
ク
・
ク
レ
プ
ス
（H

edw
ig K

rebs

）
と
い
う
姉
妹
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
来
日
当
時
、

東
京
音
楽
学
校
に
提
出
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
自
筆
の
英
語
の
履
歴
書
に
は
、
五
歳
で
ピ
ア
ノ
、
七
歳
で
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
九
歳
で
教
会
音
楽
、
一
〇
歳
で
音
楽
理
論
を
学
ぶ
、
と
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
音
楽
教
師
で
あ
っ

た
父
か
ら
、
最
初
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。
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さ
て
、
今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
に
位
置
し
、
日
本
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
な
国
で

す
が
、
一
一
〜
一
六
世
紀
ま
で
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
王
国
と
し
て
繁
栄
。
一
八
世
紀
に
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ

セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
国
に
分
割
さ
れ
、
突
然
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
上
か
ら
消
滅
。
先
の
大
戦
で
も
再
び

分
割
と
、
外
国
か
ら
の
支
配
、
干
渉
、
差
別
を
受
け
な
が
ら
よ
う
や
く
国
力
を
回
復
し
た
と
い
う
、
希
有
な
歴

史
を
も
っ
た
国
で
す
。
こ
う
し
た
興
亡
流
転
の
中
で
、
デ
ィ
ッ
ト

リ
ヒ
が
生
ま
れ
た
頃
の
一
九
世
紀
の
ビ
ア
ラ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
管
理
下
に
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
手
工
業
、
織
物
工
業
地

域
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
戦
後
、
隣
接
市
の
ビ
ェ
ル
ス
コ
と
合
併
さ
れ
た
ビ
ア
ラ

（B
ielsko-B

iala

、
ビ
ェ
ル
ス
コ
＝
ビ
ャ
ワ
）
は
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
西
南
部
に
位
置
し
（
図
２
）、
ド
イ
ツ
語
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

で
は
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
を
町
の
名
士
と
し
て
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
音
楽
家
、
東
京
の
音
楽
大
学
教
師
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
東
西
隣
接
す
る
諸
大
国
か
ら
絶
え
ず
受
け
た
大

き
な
試
練
の
一
つ
と
し
て
、
あ
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
の
出

図 1　ディットリヒの出生証明書
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来
事
は
、
未
来
永
劫
払
拭
で
き
な
い
人
類
の
痛
恨

極
ま
り
な
い
歴
史
で
す
。

一
八
七
五
年
、
一
五
歳
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
故

郷
ビ
ア
ラ
の
北
西
、
ド
イ
ツ
側
に
位
置
す
る
当
時

は
近
代
工
業
都
市
で
あ
り
、
最
も
古
い
都
市
の
一

つ
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
普
通
高
等
学
校
へ
進
学
、
三
年

後
、
卒
業
し
ま
す
。

こ
う
し
て
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
息
子
の
音
楽
教

育
に
非
常
に
熱
心
で
深
い
理
解
を
も
っ
た
両
親
の

支
え
を
得
て
、
一
八
七
八
年
一
八
歳
で
、
音
楽
の

都
ウ
ィ
ー
ン
へ
武
者
修
行
へ
と
旅
発
っ
た
の
で
す
。

い
ざ
音
楽
の
都
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
！ 

師
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
の
出
会
い

図 2　ビアラ–ウィーン関連地図

ポーランド

チェコ

ド
イ
ツ

スロバキア

ハンガリーオーストリア

ブラスチラバ

ブダペスト

ブレスラウ
（現ブロツワフ）

ビアラ（現ビェルスコ・ビャワ）

ウィーン

ワルシャワ
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ウ
ィ
ー
ン
の
住
ま
い
は
四
区
に
あ
る
ホ
イ
ミ
ュ
ー
ル
ガ
ッ
セ
２
a
で
し
た
。
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
傑
作
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
カ
ー
ル
ス
教
会
や
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
胃
袋
、
食
品
市
場
ナ
ッ
シ
ュ
マ
ル
ク
ト
が
あ
り
、
ま
た
、

「
音
楽
都
市
ウ
ィ
ー
ン
」
の
名
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
グ
ル
ッ
ク
、
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅱ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
が
住
ま
い
と
し
た
の
も
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
四
区
で
し
た
。
若
い
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、

学
校
に
も
近
い
音
楽
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
活
気
に
満
ち
た
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
の
一
八
七
八

－

七
九
年
度
に
一
年
生
と
し
て

登
録
し
ま
す
。
同
校
は
、
一
八
一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
の
事
業
と
し
て
傘
下
に
置
か
れ
、

か
の
A
・
サ
リ
エ
リ
（1750

‒1825

）
が
一
八
一
七
年
に
ま
ず
声
楽
教
室
を
、
一
八
一
九
年
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

一
八
三
三
年
ピ
ア
ノ
、
一
八
六
八
年
オ
ル
ガ
ン
と
順
次
拡
大
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
の
礎
石
と

な
っ
た
大
変
由
緒
深
い
学
校
で
す
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
や
っ
て
き
た
一
八
七
八
年
頃
の
学
校
は
、
現
ウ
ィ
ー
ン

楽
友
協
会
に
あ
り
、
音
楽
は
も
と
よ
り
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
学
科
が
あ
り
国
際
的
な
学
校
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
後
年
、
名
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
大
成
し
ま
す
が
、
新
学
期
の
第
一
専
攻
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
で
、
J
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（Joseph H

ellm
esberger 1855

‒1907

）
教
授
の
ク
ラ
ス
に
登
録
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
教
授
の
父
（J.H

ellm
esberger I 1828

‒93
）
は
、
宮
廷
楽
長
兼
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム

の
校
長
と
い
う
名
誉
あ
る
地
位
に
あ
り
、
こ
の
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
一
家
は
、
以
後
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
人
生
に
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大
い
に
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

対
位
法
は
ア
ン
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
（A

nton B
ruckner 1825

‒96

）、
副
科
ピ
ア
ノ
は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

シ
ェ
ン
ナ
ー
（W

ilhelm
 Schenner 1839

‒1913

）
の
ク
ラ
ス
を
選
択
。
努
力
家
だ
っ
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
成

績
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
習
も
含
め
て
、「
非
常
に
よ
ろ
し
い
」
の
〝
１
〞（
日
本
で
は
５
に
あ
た
り
ま
す
）
で

し
た
。
一
年
生
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
ク
ラ
ス
に
は
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
指
揮
者
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

ウ
ィ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
教
授
、
現
サ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
設
立
の
事
実
上
の
創
設
者
と
な
る
F
・
シ
ャ
ル
ク

（Franz Schalk 1863

‒1931
）、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
作
品
の
名
指
揮
者
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
初
代
指
揮

者
と
し
て
活
躍
し
た
F
・
レ
ー
ヴ
ェ
（Ferdinand Löw

e 1865

‒1925

）、
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
界
の
弦
楽
四
重
奏
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
ス
タ
ー
の
座
を
し
め
て
い
た
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
一
家
の
末
息
子
で
チ
ェ
リ
ス
ト
の
F
・
ヘ

ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（Ferdinand H

ellm
esberger 1863

‒1940

）、
後
の
ロ
ゼ
ー
弦
楽
四
重
奏
団
創
設
者
の
一
人

で
あ
っ
た
チ
ェ
リ
ス
ト
E
・
ロ
ゼ
ー
（Eduard R

ose 1859

‒1943

）
な
ど
、
錚
々
た
る
面
々
が
同
席
し
て
い
た

の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
正
真
正
銘
の
お
の
ぼ
り
さ
ん
で
し
た
。
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
で
し
っ
か
り
勉
強

し
、
故
郷
へ
錦
を
飾
る
こ
と
、
否
そ
れ
以
上
に
超
一
流
の
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
相
当
木ぼ
く

訥と
つ

、
不
器
用
者
に
み
え
た
よ
う
で
す
。
早
速

「
ド
イ
ツ
の
ミ
ヒ
ェ
ル
」（
生
真
面
目
で
不
器
用
者
）
と
命
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
う
ち
そ
ん
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